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要　旨　　京都府北部を流れる由良川の源流部支流，知見谷川において手網内で魚体から離れたと
思われるチョウモドキ Argulus coregoni Thorell, 1864を採集した。また，大阪府高槻市にある芥川
緑地資料館で飼育されていたコイ Cyprinus carpioの体表からチョウ Argulus japonicus Thiele, 1900
を採集した。チョウモドキは京都府から，チョウは大阪府から，それぞれ2度目の採集記録となる。
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緒　　言

　わが国の野生淡水魚に寄生するエラオ類には，チョウ目チョウ科チョウ属に属するチョウモドキ Argulus 
coregoni Thorell, 1864とチョウ Argulus japonicus Thiele, 1900の2種が知られる（長澤，2009b；Nagasawa, 
2011）。これらエラオ類は宿主から吸血するとともに，毒液を宿主に注入するなど，宿主に少なからざる病
害を与えることが知られている （わが国の文献では宮崎ら， 1976；志村ら， 1983a， 1983b； Shimura, 1983;  
Shimura and Inoue, 1984）。本論文の主著者（長澤）は，このようなエラオ類の病害虫としての重要性に鑑み，
わが国におけるエラオ類の生物学的知見を得るため，近年，西日本で調査を行い，各種淡水魚におけるチョ
ウモドキとチョウの寄生状況を報告してきた（Nagasawa and Kawai, 2008；長澤ら，2009，2012；
Nagasawa et al., 2010；長澤・池田，2011）。本論文では，エラオ類の記録がほとんどなかった京都府と大阪
府で，それぞれチョウモドキとチョウを採集したので，その概要を報告する。チョウモドキは京都府，チョ
ウは大阪府において，2度目の採集記録となる。

材料と方法

　2005年9月16日に京都府南丹市美山町知見大泊代（35°20’6.6”N, 135°38’48”E）を流れる由良川の源流部支
流，知見谷川において手網内で魚体から離れたと思われるエラオ類1個体を採集し，70％エタノール液で固
定した。この採集は，NPO法人シニア自然大学校水生生物研究科による生物調査のなかで行われた。また
2011年8月26日，大阪府高槻市南平台にある芥川緑地資料館（あくあぴあ芥川）の屋外池（約500m2，水深
約20～60cm）で飼育されていた約50尾のコイ Cyprinus carpio Linnaeus, 1758のうち斃死した1尾（全長約
50cm）を取り上げたところ，体表に多くのエラオ類の寄生が見られたので，無作為に採集し5％ホルマリン
液で固定した。後日，これを70％エタノール液に移した。研究室で，これらエラオ類の形態を観察し同定
した。標本の同定には Tokioka（1936）や Yamaguti（1937），Hoshina（1950），Fryer（1982）を参考にした。
本論文で使用した魚類の学名と和名は中坊（2013）に従った。チョウモドキとチョウの標本は，後日行う
詳細な形態観察のために，現在，主著者（長澤）の手元に保管されている。
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結果と考察

　京都府産標本：京都府北部の知見谷川で手網によって採集されたエラオ類は，その形態からチョウモドキ
に同定された（Fig. 1）。全長8.1mmの雌成体で，卵を有していた。
　チョウモドキは京都府で1度採集されたことがあり，Yamaguti（1937）が今はチョウモドキの新参異名と
なっている Argulus plecoglossi Yamaguti, 1937を保津川産アユから得て記載した。今回のチョウモドキの採
集は，京都府からの2度目の77年ぶりの記録となる。チョウモドキを採集した手網に未同定の魚類が入って
いたことから，チョウモドキはそれから脱落した可能性が高い。採集時に現地で確認できた魚類にサケ科魚
類のアマゴ Oncorhynchus masou ishikawae Jordan and McGregor, 1925が含まれ，アマゴはチョウモドキの宿
主として知られているので（竹上，1984；長澤・大家，1996；田村・丸山，2009；長澤，2009a；長澤ら，
2009；Kaji et al., 2011），今回のチョウモドキはアマゴから脱落したかも知れない。
　わが国におけるチョウモドキの採集記録はまだ少なく，その地理的分布を概観するには情報が不十分であ
る。しかし，長野県信濃川水系（Hoshina, 1950），福井県不明水系（加藤，1964），京都府由良川水系（本
論文），島根県高津川水系（Nagasawa and Kawai, 2008）と日本海に注ぐ河川から採集されているので，チョ
ウモドキがわが国の日本海側に分布するのは確かである。一方，太平洋側と瀬戸内海側では10都府県（栃
木県，東京都，愛知県，岐阜県，滋賀県，京都府，和歌山県，兵庫県，広島県，高知県：長澤，2009b；長澤・
池田，2011）で採集されている。なお，チョウモドキの主要な宿主であるサケ科魚類は池中養殖や河川放
流のために人為的な移動・移殖が頻繁に行われているので，チョウモドキの自然分布を把握する際には注意
が必要である。北海道，東北，九州からチョウモドキの記録はない。
　大阪府産標本：高槻市にある芥川緑地資料館（あくあぴあ芥川）で斃死したコイの体表から採集されたエ
ラオ類標本は16個体からなり，すべてチョウに同定された（Fig. 2）。雌雄の個体数と全長範囲は，それぞれ
13個体と3個体，3.1～5.0 （平均4.4） mm，3.0～4.5 （平均3.7） mmであった。雌の比較的大きな個体は卵を有
していた。

Fig. 1.  A female specimen of Argulus coregoni (8.1 mm in total length) collected by a hand net in the 
Chimidani River, a tributary of the Yura River, in Miyama Town, Kyoto Prefecture, central 
Japan. Alcohol-preserved specimen. A. dorsal view; B. ventral view. Scale bars: 2 mm.
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Fig. 2.  A female specimen of Argulus japonicus (4.6 mm in total length) from the body surface of a 
freshly dead common carp (Cyprinus carpio) in a rearing pond at Aquapia-Akutagawa in 
Takatsuki City, Osaka Prefecture, central Japan.  Alcohol-preserved specimen. A. dorsal view; 
B. ventral view. Scale bars: 1 mm.

　大阪府では，吹田市松の池産不明宿主からチョウが採集された記録（長澤，2009b）があり，今回の採集
は大阪府における2度目の記録となる。
　チョウがコイに重度寄生すると斃死を招くことがある（長澤ら，2012）。今回チョウを採集した際，斃死
魚におけるチョウの寄生数を調べなかったため，検査したコイの斃死にチョウがどの程度関与したかを判断
することはできない。しかし，チョウを採集した2011年8月26日以前に関して，同年7月16日に同じ飼育池
で斃死したコイ8尾のうち1尾の体表に多数のエラオ類が確認され（標本は残っていない），7月中旬に水面
を頻繁にジャンプするコイが観察されたことから（芥川緑地資料館の高田みちよ主任学芸員からの情報），
チョウが飼育池で大量発生して，コイの斃死要因のひとつになった可能性は否定できない。
　筆者らは，何者かが2011年6～7月に無断でコイを芥川緑地資料館の飼育池に放流したことによって，チョ
ウが持ち込まれたと考えている。それは，2011年6月19日の飼育池掃除の際に記録されなかったコイ（無鱗
のいわゆるカワゴイ）が7月16日に斃死したコイのなかに含まれエラオ類の寄生を受けていたこと，この飼
育池ではそれ以前にエラオ類の寄生がまったく見られなかったこと，飼育池では浄水場を経た上水を更に活
性炭ろ過したものを使用しており近隣の河川水等からのチョウの流入は一切考えられないことを根拠として
いる。今回の事例は，芥川緑地資料館のような公共施設の屋外飼育池では，住民による魚類の無断放流に加
えて，寄生虫も同時に持ち込まれる可能性があることを示していると言えよう。なお，芥川緑地資料館では
2011～2012年には随時，2013年3月からは2～3週間ごとに，外部寄生虫用の水産用医薬品を飼育池に散布し
ている。2012年5月8日に斃死したコイに寄生が見られたのを最後に，現時点（2013年8月20日）までにチョ
ウは確認されていない。
　チョウは以前には北海道と本州 （12都府県：茨城県，東京都，神奈川県，静岡県，三重県，滋賀県，奈良
県，奈良県，大阪府，兵庫県，島根県，山口県） で記録されていた （長澤，2009b）。これに近年の調査により，
四国 （愛媛県） と九州 （鹿児島県，熊本県） にもチョウが分布することが明らかになった （Nagasawa et al., 
2010；長澤ら，2012；Yamauchi and Shimizu, 2013）。東北と琉球列島からの記録は依然としてない。
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Two branchiuran crustaceans (Argulus coregoni Thorell and A. japonicus Thiele) 
from Kyoto and Osaka prefectures, central Japan

Kazuya Nagasawa
1), Katsuji HaNazaki
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3)

1)Graduate School of Biosphere Science, Hiroshima University, 1-4-4 Kagamiyama, 
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2)Aquapia-Akutagawa, 5-59-1 Nanpeidai, Takatsuki, Osaka 569-1042, Japan
3)Department of Aquatic Biology, Research Division, NPO Shizen Daigakko, 

4-29-20 Yoshino, Fukushima, Osaka 553-0006, Japan

Abstract　　A male specimen of Argulus coregoni Thorell, 1864 was collected by a hand net in the 
Chimidani River, a tributary of the Yura River, in Miyama Town, Kyoto Prefecture, central Japan, on 16 
September 2005. The specimen most likely detached from an unindentified fish (probably a fluvial amago 
salmon Oncorhynchus masou ishikawae) caught in the net. Specimens of Argulus japonicus Thiele, 1900 
were collected from the body surface of a freshly dead common carp (Cyprinus carpio) in a rearing pond at 
Aquapia-Akutagawa in Takatsuki City, Osaka Prefecture, central Japan, on 26 August 2011. These 
collections represent the second records of A. coregoni and A. japonicus from Kyoto and Osaka prefectures, 
respectively.
Key words: Argulus coregoni, Argulus japonicus, Branchiura, Cyprinus carpio, fish parasite 




